
平
成
二
十
四
年
六
月
十
五
日
受
領

答

弁

第

二

八

〇

号

内
閣
衆
質
一
八
〇
第
二
八
〇
号

平
成
二
十
四
年
六
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

野

田

佳

彦

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
君
提
出
指
揮
権
発
動
に
係
る
法
務
大
臣
の
発
言
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
君
提
出
指
揮
権
発
動
に
係
る
法
務
大
臣
の
発
言
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

内
閣
総
理
大
臣
が
各
閣
僚
か
ら
受
け
る
報
告
の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
が
、
御
指
摘
の
「
指

揮
権
を
発
動
し
て
捜
査
を
す
べ
き
と
の
意
向
」
が
、
小
川
敏
夫
前
法
務
大
臣
か
ら
、
野
田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
に
報
告
さ
れ

た
と
は
承
知
し
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

一
般
論
と
し
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
内
閣
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、

閣
議
に
か
け
て
決
定
し
た
方
針
に
基
づ
い
て
、
法
務
大
臣
を
指
揮
監
督
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
か
ら
六
ま
で
、
八
及
び
九
に
つ
い
て

お
尋
ね
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
四
年
五
月
十
五
日
内
閣
衆
質
一
八
〇
第
二
二
七
号
）
三
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て
で

述
べ
た
と
お
り
、
現
在
継
続
中
の
捜
査
の
具
体
的
内
容
に
関
わ
る
事
柄
で
あ
る
の
で
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。

七
に
つ
い
て

法
務
省
及
び
検
察
当
局
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の
村
木
氏
に
対
す
る
事
件
を
含
む
大
阪
地
方
検
察
庁
特
別
捜
査
部
に
お
け

一



る
一
連
の
事
態
を
受
け
て
法
務
大
臣
の
下
に
設
け
ら
れ
た
「
検
察
の
在
り
方
検
討
会
議
」
が
取
り
ま
と
め
た
提
言
を
踏
ま
え
、

検
察
の
再
生
及
び
国
民
の
信
頼
回
復
の
た
め
の
多
岐
に
わ
た
る
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


